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智
慧
と
慈
悲
、
縁
起
を
礎
に

人
間
力
を
育
成
す
る
教
育
を
展
開

駒
澤
大
学
の
歴
史
は
１
５
９
２
年
、
禅
の
思

想
を
重
視
す
る
曹
洞
宗
の
学
舎
と
し
て
開

設
さ
れ
た
「
学
林
」
に
始
ま
り
ま
す
。

　
「
駒
澤
大
学
は
、
仏
教
を
礎
と
し
て
開
学
以
来
釈
尊

の
教
え
に
基
づ
い
た
智
慧
と
慈
悲
の
探
求
と
実
践
に
努

め
て
き
ま
し
た
。
昨
年
度
か
ら
は
『
誰
か
ら
も
愛
さ
れ

る
大
学
』
を
目
標
に
定
め
、
こ
れ
に
縁
起
を
加
え
、
教

育
の
礎
を
強
固
な
三
本
の
柱
に
し
て
歩
ん
で
い
き
た
い

と
考
え
て
い
ま
す
」

　

と
語
る
村
松
哲
文
学
長
。「
行
学
一
如
」
と
「
信
誠

敬
愛
」
に
象
徴
さ
れ
る
建
学
の
精
神
の
も
と
、
先
進
の

リ
ベ
ラ
ル
・
ア
ー
ツ
で
「
文
理
融
合
人
材
」
を
育
成
し

て
い
ま
す
。
学
部
で
の
専
門
的
な
学
び
に
加
え
、
多
彩

な
「
全
学
共
通
科
目
」
を
幅
広
く
学
べ
る
の
が
特
徴
で
、

１
年
次
に
大
学
で
の
学
習
の
仕
方
を
レ
ク
チ
ャ
ー
す
る

「
新
入
生
セ
ミ
ナ
ー
」、
３
年
次
に
は
所
属
学
科
以
外
の

学
部
学
科
の
科
目
を
履
修
で
き
る
「
他
学
部
履
修
」
な

ど
を
用
意
。
グ
ロ
ー
バ
ル
化
や
Ｉ
Ｔ
化
が
急
速
に
進
む

中
、
多
角
的
な
視
点
と
豊
か
な
技
術
力
を
養
う
た
め
、

２
０
２
４
年
度
か
ら
は
「
駒
澤
教
養
パ
ス
ポ
ー
ト
」
も

ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。

　

さ
ら
に
、
全
学
科
を
対
象
と
す
る
「
デ
ー
タ
サ
イ
エ

ン
ス
・
Ａ
Ｉ
教
育
プ
ロ
グ
ラ
ム
」
で
は
、
ビ
ッ
グ
デ
ー

タ
を
活
用
し
て
社
会
課
題
を
解
決
す
る
力
を
養
成
。
専

門
知
識
に
加
え
、
豊
か
な
教
養
と
人
間
性
を
兼
ね
備
え

た
人
材
の
育
成
を
進
め
て
い
ま
す
。

最
先
端
の
医
療
教
育
を
支
え
る

産
学
連
携
拠
点
が
始
動

医
療
健
康
科
学
分
野
の
教
育
・
研
究
を
さ
ら

に
発
展
さ
せ
る
た
め
、
駒
澤
大
学
は
画
像
診

断
機
器
の
世
界
的
メ
ー
カ
ー
で
あ
る
シ
ー

メ
ン
ス
ヘ
ル
ス
ケ
ア
株
式
会
社
と
産
学
連
携
に
よ
る

「
駒
澤
大
学‒S
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画
像
診

断
人
材
教
育
セ
ン
タ
ー
（
仮
称
）」
を
設
立
。
運
用
は

２
０
２
６
年
10
月
か
ら
の
予
定
で
、
最
先
端
の
医
療
機

器
を
活
用
し
た
実
践
的
な
教
育
環
境
が
整
備
さ
れ
ま
す
。

　

セ
ン
タ
ー
に
は
、
Ｃ
Ｔ
や
Ｍ
Ｒ
Ｉ
、
Ｓ
Ｐ
Ｅ
Ｃ
Ｔ
な

ど
最
先
端
の
画
像
診
断
装
置
を
導
入
し
、
実
機
を
使
っ

た
実
践
的
な
教
育
環
境
を
整
備
し
ま
す
。
シ
ー
メ
ン
ス

ヘ
ル
ス
ケ
ア
の
主
要
な
画
像
診
断
装
置
を
一
堂
に
備
え

た
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
セ
ン
タ
ー
は
日
本
初
で
あ
り
、
同
社

の
Ｘ
線
Ｃ
Ｔ
組
み
合
わ
せ
型
Ｓ
Ｐ
Ｅ
Ｃ
Ｔ
装
置
に
よ
る

実
践
的
な
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
施
設
は
ア
ジ
ア
初
と
な
り
ま

す
。
医
療
健
康
科
学
部
・
大
学
院
の
学
生
は
、
実
際
の

医
療
現
場
を
想
定
し
た
高
度
な
教
育
を
受
け
る
こ
と
で
、

画
像
診
断
技
術
や
機
器
の
安
全
か
つ
適
切
な
活
用
方
法

を
実
践
的
に
学
ぶ
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

高
齢
化
の
進
展
に
伴
い
、
が
ん
や
心
疾
患
、
脳
血
管

疾
患
な
ど
の
早
期
発
見
・
早
期
治
療
を
支
え
る
画
像
診

断
の
重
要
性
は
ま
す
ま
す
高
ま
っ
て
い
ま
す
。
医
療
健

康
科
学
部
で
は
、
最
先
端
機
器
を
使
い
こ
な
し
、
質
の

高
い
画
像
診
断
に
貢
献
で
き
る
医
療
人
材
の
育
成
を
推

進
す
る
と
と
も
に
、
教
育
・
研
究
の
さ
ら
な
る
高
度
化

を
図
り
ま
す
。

　

今
後
は
医
療
分
野
に
と
ど
ま
ら
ず
、
ス
ポ
ー
ツ
科
学

や
心
理
学
、
文
化
財
・
考
古
資
料
の
非
破
壊
検
査
な
ど
、

文
理
融
合
に
よ
る
幅
広
い
研
究
に
も
活
用
す
る
予
定
で

す
。
最
先
端
の
設
備
を
生
か
し
た
実
践
的
な
学
び
を
通

し
て
、
社
会
の
さ
ま
ざ
ま
な
課
題
の
解
決
に
貢
献
で
き

る
人
材
の
育
成
を
目
指
し
て
い
ま
す
。

文
理
融
合
で
未
来
を
拓
く

新
学
科
の
開
設
を
構
想

２
０
２
８
年
４
月
、
駒
澤
大
学
は
グ
ロ
ー
バ

ル
・
メ
デ
ィ
ア
・
ス
タ
デ
ィ
ー
ズ
学
部
に

「
メ
デ
ィ
ア
・
イ
ン
フ
ォ
マ
テ
ィ
ク
ス
学

科
（
仮
称
）」
の
開
設
を
構
想
し
て
い
ま
す
。
Ａ
Ｉ
や

デ
ー
タ
サ
イ
エ
ン
ス
、
Ｄ
Ｘ
の
進
展
に
よ
っ
て
社
会
が

大
き
く
変
化
す
る
中
、
新
学
科
で
は
情
報
技
術
と
社
会

科
学
を
融
合
し
た
新
し
い
教
育
を
展
開
し
、
こ
れ
か
ら

の
社
会
を
リ
ー
ド
す
る
人
材
の
育
成
を
目
指
し
ま
す
。

　

最
大
の
特
徴
は
、
情
報
学
と
い
う
理
系
分
野
と
、
経

済
学
・
政
治
学
・
社
会
学
・
法
学
な
ど
の
文
系
分
野
を

組
み
合
わ
せ
た
文
理
融
合
型
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
で
す
。
Ａ

Ｉ
や
プ
ロ
グ
ラ
ミ
ン
グ
、
デ
ー
タ
分
析
と
い
っ
た
技
術

を
学
ぶ
だ
け
で
は
な
く
、
そ
れ
ら
を
社
会
の
中
で
ど
の

よ
う
に
活
用
し
、
課
題
解
決
へ
結
び
付
け
る
か
を
総
合

的
に
考
え
る
力
を
養
い
ま
す
。

　

教
育
の
基
盤
と
な
る
の
は
、
グ
ロ
ー
バ
ル
・
メ
デ
ィ

ア
・
ス
タ
デ
ィ
ー
ズ
学
部
が
こ
れ
ま
で
培
っ
て
き
た

「
英
語
・
情
報
・
メ
デ
ィ
ア
」
の
三
つ
の
リ
テ
ラ
シ
ー

で
す
。
そ
こ
へ
仏
教
の
教
え
と
禅
の
精
神
に
基
づ
く
人

間
教
育
や
、
多
文
化
理
解
、
グ
ロ
ー
バ
ル
な
視
点
を
加

え
る
こ
と
で
、
技
術
だ
け
で
は
な
く
豊
か
な
人
間
性
や

倫
理
観
を
備
え
た
人
材
を
育
成
し
ま
す
。

　

現
代
社
会
で
は
、
Ａ
Ｉ
を
導
入
す
れ
ば
課
題
が
解
決

す
る
わ
け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
社
会
制
度
や
人
々
の
行

動
、
法
律
や
経
済
な
ど
を
理
解
し
た
上
で
、
技
術
を
適

切
に
活
用
す
る
力
が
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。
新
学
科
で

は
、
多
様
な
社
会
科
学
の
知
見
を
身
に
つ
け
な
が
ら
、

Ａ
Ｉ
や
デ
ー
タ
サ
イ
エ
ン
ス
を
活
用
し
て
現
実
社
会
の

課
題
を
分
析
し
、
実
践
的
な
解
決
策
を
提
案
で
き
る
力

を
育
て
ま
す
。

　

卒
業
後
は
、
情
報
通
信
業
界
の
エ
ン
ジ
ニ
ア
や
シ
ス

テ
ム
開
発
職
だ
け
で
な
く
、
メ
デ
ィ
ア
企
業
の
企
画
職
、

一
般
企
業
や
官
公
庁
で
Ｄ
Ｘ
を
推
進
す
る
総
合
職
な
ど
、

幅
広
い
分
野
で
の
活
躍
が
期
待
さ
れ
て
い
ま
す
。
社
会

全
体
で
デ
ジ
タ
ル
人
材
へ
の
需
要
が
高
ま
る
中
、
情
報

技
術
と
社
会
科
学
の
双
方
を
理
解
し
た
人
材
は
、
今
後

ま
す
ま
す
重
要
な
存
在
と
な
る
で
し
ょ
う
。

一
人
ひ
と
り
の
夢
を
支
え
る

充
実
の
学
生
支
援

学
生
が
安
心
し
て
学
び
、
自
分
ら
し
い
進
路

を
実
現
で
き
る
よ
う
、
駒
澤
大
学
で
は

キ
ャ
リ
ア
支
援
や
留
学
支
援
、
学
生
生
活

支
援
ま
で
幅
広
い
サ
ポ
ー
ト
体
制
を
整
え
て
い
ま
す
。

　

キ
ャ
リ
ア
セ
ン
タ
ー
で
は
予
約
不
要
の
個
別
相
談
を

基
本
と
し
、
経
験
豊
富
な
ス
タ
ッ
フ
が
学
生
一
人
ひ
と

り
の
進
路
選
択
を
支
援
。
２
０
２
５
年
度
は
就
職
相
談

７
７
７
０
件
、
求
人
件
数
１
万
５
７
９
５
件
、
学
内
企

業
説
明
会
４
０
０
社
と
い
う
実
績
を
誇
り
ま
す
。
就
職

ガ
イ
ダ
ン
ス
や
合
同
企
業
説
明
会
に
加
え
、
地
方
就
職

や
Ｕ
タ
ー
ン
就
職
を
支
援
す
る
プ
ロ
グ
ラ
ム
も
充
実
し

て
い
ま
す
。

　

グ
ロ
ー
バ
ル
教
育
に
も
力
を
入
れ
て
お
り
、
交
換
留

学
や
認
定
校
留
学
、
短
期
語
学
セ
ミ
ナ
ー
な
ど
、
多
様

な
海
外
留
学
制
度
を
用
意
。
さ
ら
に
、「
駒
大
生
社
会

連
携
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
や
「
社
会
連
携
ア
イ
デ
ア
コ
ン

テ
ス
ト
」
で
は
、
地
域
や
企
業
と
協
働
し
な
が
ら
社
会

課
題
の
解
決
に
挑
戦
で
き
ま
す
。
奨
学
金
制
度
や
学
生

相
談
室
、
障
が
い
学
生
支
援
な
ど
安
心
し
て
学
べ
る
環

境
も
整
備
さ
れ
、
課
外
活
動
で
は
１
５
０
を
超
え
る
部

活
動
・
サ
ー
ク
ル
が
活
発
に
活
動
し
て
い
ま
す
。

　

村
松
学
長
は
、「
仏
教
に
つ
い
て
学
ぶ
こ
と
で
真
実
を

見
抜
く
力
が
身
に
付
く
は
ず
で
す
。
駒
澤
大
学
の
４
年

間
で
、
き
っ
と
真
の
自
分
が
見
つ
か
り
ま
す
。
そ
れ
が

駒
澤
大
学
で
学
ぶ
意
味
だ
と
思
い
ま
す
。
学
生
一
人
ひ

と
り
の
成
長
が
、
駒
澤
大
学
の
未
来
を
つ
く
り
ま
す
。

互
い
に
高
め
合
い
な
が
ら
、
こ
の
学
び
舎
を
よ
り
輝
か

し
い
場
と
し
て
い
き
ま
し
ょ
う
」
と
皆
さ
ん
に
エ
ー
ル

を
送
っ
て
い
ま
す
。

■ 5種類の給付型奨学金・奨
励金制度を新たに導入
　駒澤大学は2026年度より、新た
に5つの給付型奨学金および奨励金制
度を導入しました。これは、大学のブ
ランドコンセプトである「しなやかな、
意思。」を体現し、変化の激しい時代
を生き抜く学生の「レジリエンス（回
復力・適応力）」を育むことを目指す
ものです。
　導入する5つの制度は、①社会的養
護等を必要とする学生を支援する「道
のしおり奨学金」（年額30万円）、②
社会人学生を支援する「リカレント奨
学金（年額20万円）、③障がい・難
病学生を支援する「雲のつばさ奨学
金」（20万円／在学中1回、一括給付）、
④「資格取得奨励金」（資格ごとに1
万円～15万円）、⑤「語学支援奨学
金」（受験料実費／
上限15,000円）
です。詳細は右の
QRコードから駒
澤大学公式サイト
をご覧ください。

駒澤大学
〒154-8525　東京都世田谷区駒沢1-23-1
広報戦略室　TEL 03-3418-9828
https://www.komazawa-u.ac.jp/

村
むらまつてつふみ

松哲文学長
2003年、早稲田大学大学院文学研究科
芸術学美術史専攻博士後期課程単位取得
退学。2015年、駒澤大学仏教学部教授
（現在に至る）。25年４月より現職。

仏教の教えと禅の精神に基づき
先端技術と文理融合教育・研究で
未来の課題解決に貢献する人材を育成

Komazawa University

駒澤大学

　1592年創設の「学林」を源流とし、430年以上の歴史を誇る駒澤大学は、
釈尊の教えである「智慧」と「慈悲」に「縁起」を加えた三つの理念のもと、
「誰からも愛される大学」を目標とした大学改革を推進しています。
　特色ある全学共通教育やデータサイエンス・AI教育を通じて文理融合の学
びを発展させるとともに、2026年には最先端の画像診断機器を備えた産学
連携拠点が始動。さらに2028年には、情報学と社会科学を融合する新学科
の開設を構想しています。伝統に培われた人間教育を大切にしながら、時代
の変化に応える教育改革を進め、社会課題の解決に貢献できる人材の育成を
目指しています。

大学HP
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「知ってる」から「できる」へ！DXフロンティア育成プログラムPICK UP

「DXフロンティア育成プログラム」は、文部科学省の令和5年度「数理・データサイエンス・AI教育プログラム認
定制度（リテラシーレベル）」に認定された、駒澤大学「データサイエンス・AI教育プログラム（リテラシーレベ
ル）」修了者を対象とした、実践的なDXスキルを習得するための課外プログラムです。
企業での実務研修、クラウド知識とトレーニング、資格取得サポートなど、充実した内容を全て無料で受講できます。

「DXフロンティア育成プログラム」5つのPOINT

①Amazon Japanで実践研修！
Amazon Japanの目黒オフィスで、クラウドに関す
る実践的な知識と研修を受けられます。世界をリード
する企業の現場で、最先端の技術とノウハウに触れる
貴重なチャンスです。

②最先端のクラウドスキルトレーニング！
DXを支える基盤であるクラウドに関する知識とスキ
ルを、Amazonが提供する特別なトレーニングを通じ
て集中的に習得します。未来のビジネスを動かすクラ
ウド技術を体系的に学びます。

③クラウドの資格取得を強力サポート！
クラウドの基礎スキルを証明する「AWS Cloud 
Practitioner」資格の受験が無料で受けられます。
プログラムを通して培った知識を形にできます。

④企業での視察研修プログラムに参加！
DXに積極的に取り組む企業での視察研修プログラム
に参加できます。

沖縄、福岡、大
阪で実施され、
2日間の交通
費・宿泊費を含
む研修費用は無
料です（空港ま
での交通費を除
く）。実際の企
業がDXをどの
ように推進しているか、現場を肌で感じることができ
ます。

⑤アメリカで世界のDXの最前線を学ぶ！
海外のトップテクノロジー企業の１つであるAmazon/
AWSへ視察研修に無料で行くことができます。世界
トップレベルの企業がどのような理念文化・テクノロ
ジー・社会的責任でビジネスを行っているかを現地で
学ぶことができます。世界を作る企業でグローバルな
視野と新たな視点を得ることができる貴重な経験です。

駒澤大学－SIEMENS Healthineers 
画像診断人材教育センター（パース図）


